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（５）これからの５年間（計画期間）において特に注視すべき事項 

（６）横断的に重要な事項 

１ 

 ２  計画の性格・期間                                                ４ 

 ３  交通安全計画における目標 

 （１）道路交通の安全についての目標 
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  第１節 道路交通事故のない益田を目指して   
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